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ア
メ
リ
カ
の
内
実
。 

 

先
月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
米

国
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
歓
迎
さ
れ
て
い
る
の
か
？
実
は
、

逆
で
す
。
労
働
団
体
は
雇
用
の
喪
失
を
懸
念

し
て
い
る
し
、
7
割
近
く
の
米
国
民
は
、
自
由

経
済
協
定
の
行
方
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

世
界
の
自
由
貿
易
交
渉
を
主
導
し
て
き
た
国

の
国
民
が
、
こ
の
や
り
方
で
は
幸
せ
に
な
れ
な

い
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
。 

（前
農
林
水
産
大
臣 

山
田
正
彦
氏
） 

田
園
が
消
え
る
。 

 

国
土
を
形
成
し
、
守
っ
て
い
る
の
は
農
業
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
北
海
道
の
田
園
を
消
し
、
沖
縄
で
は
サ
ト

ウ
キ
ビ
農
家
を
潰
す
。
だ
か
ら
国
境
付
近
に
は
無

人
島
が
増
え
、
国
防
の
問
題
に
な
る
で
し
ょ
う
。

経
済
連
携
は
不
可
避
で
す
が
、
米
国
で
は
な
く
、

農
業
文
化
の
似
通
っ
た
ア
ジ
ア
を
中
心
の
、
互
恵

的
経
済
圏
を
目
指
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

（東
京
大
学
教
授 

鈴
木
宣
弘
氏
） 

 

命
の
値
段
。 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
入
れ
ば
、
薬
価
が
上
が
る
。
そ
う

な
れ
ば
、
私
の
つ
と
め
る
病
院
で
は
、
運
営
費

が
削
ら
れ
ち
ゃ
う
。
地
方
の
病
院
は
ぐ
ん
と

苦
し
く
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
た
と
え
ば
都
会

で
富
裕
層
を
相
手
に
す
る
病
院
に
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
。
高
価
な
医
療
が
売
り
物
に
な

る
。
医
療
は
平
等
？
い
い
え
。
命
の
値
段
は
、

高
く
つ
き
ま
す
。 

（佐
久
総
合
病
院
医
師 

色
平
哲
朗
氏
） 

決
め
る
の
は
私
た
ち
。 

 

日
本
を
支
え
て
き
た
の
は
、
農
村
に
代
表
さ

れ
る
地
域
社
会
で
す
。
人
を
育
み
、
必
要
な
時
、

必
要
な
場
所
に
、
人
材
を
送
り
出
し
て
き
ま

し
た
。
国
会
や
霞
ヶ
関
に
、
こ
の
社
会
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
委
ね
る
時
代
は
、
終
わ
り
に
し

ま
し
ょ
う
。
こ
の
国
の
あ
り
方
は
、
そ
れ
を
支

え
て
き
た
私
た
ち
自
身
が
決
め
る
の
で
す
。 

 
 

（衆
議
院
議
員 

京
野
き
み
こ
） 
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